
レファレンス協同データベースの
有効活用法
農林水産研究情報総合センターでの事例

農林水産省農林水産技術会議事務局筑波事務所研究情報課

（農林水産研究情報総合センター）

林 賢紀

tzhaya@affrc.go.jp



経緯

（2004年3月 テスト公開開始）

2004年12月に事業参加

（2005年12月 一般にデータベース公開）

2006年7月から事例入力開始

この間、どのような事例があるのか「様子見」

2008年4月現在、
事例 23件登録
被参照数 17,424回



運用

入力と運用ポリシー

「回答したらすぐに入力」
記憶が新しいうちに

「「追試」ができる情報量を」
調査を再現できるぐらいのデータを入力

「既入力事例も時々見直す」
URLの変更、新しい資料への対応

「成果はみんなに報告」
入力事例、アクセス件数は月に一度課内で回覧、事
例については意見を頂く



研究所間でのレファレンスの体制

相互に支援、協力
時には研究者の支援を仰ぐ

利用者からの
レファレンス

情報センターでの
一次調査

研究所図書館での
二次調査、研究者への照会

専門的知見からの
調査を依頼

研究者からの情報を
併せ回答

最新の成果に
基づく知見を提供

必要に応じてより専門的な情報提供や
共同研究、技術指導を行う



入力事例

果物のpH測定値の一覧を調べたい

（被参照回数１位）

「なめくじ」はどこで購入できるのか。
（「旬」の事例として事務局から紹介）

水田を生かしてタニシの養殖を手がけたい。養
殖法についての資料はないか。



被参照回数でアピール



新着事例のRSSを担当者に提供

省内図書担当者の情報共有用wikiに掲載



農林水産関係の事例にはコメントを

多くの事例に取り組むきっかけとして

（中略）



調べ方マニュアルの作成

「個人のノウハウ」を共有する



まとめ

単なる「データベース」ではない

「コメント」を通じた他館とのコミュニケーション

統計の把握

入力の効果、図書館の存在をアピールできる

他館の事例から

自館での「追試」により経験値を上げる

学ぶことのできる事例も多い


